
Ｄ－ ６　乳幼児の安全教育( 第２報)

一 幼児 の事故 に対 する母親の認識一
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1. 躍進する現代社会 におい て，われわれは 自己 の生

命を安 全に保つ ためには, 1) お かれた環 境に適応する能

力 を養 うこ と。2)環境整 備を図 るこ とが重 要である。近

年幼児 の安全教育 がクローズアップ され ，大 きな社会問

題 となってき た。幼 児は心身 ともに未発達であ るた め，

環境に適応す るには安全教育 を実施してその能力を養な

うこ とが肝要である。昭和40年厚生省発表の死亡順位を

みる と，1 ～４歳までは不慮の事故死が１位で, 39.4%

であ り，2 位 と比べて ３倍 で，著し く高率であ る。これ

は子 どもの健全育成 をはか る上で重大問題であ るといえ

る。筆者は幼児の事故の実態を把握し，対策を立てるこ

とを目的 として本調査を行なっ た。

2. 福岡市Ａ住宅地区，福岡市Ｂ商店街，福岡県c 農

村地区の幼稚園，保育所園児の母親600 名を対 象にアン

ケート紙法を用いた。調査時期は1968 年 ７月1  ～14日，



回収率は73% であった。

無 を検定し た。

3.　事故 の種類では切傷，刺傷，かすり傷 が66％ であ

'9, 事故 を起こし た場所では家庭内 が32% であった。幼

児の服装や持物では，幼 児め安 全を考 えてい たも のは80

％ であっ た。
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